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ダイオードブリッジ(DB)から発生するノイズ

について調べるために，DBの負荷を抵抗として

実験を行った．図５(a)に雑端電圧，(b)にDBの

入力電圧波形，電流およびLISNの出力電圧 (ノ

イズ)を示す．

ダイオードのオン時に電圧波形がLISN内部のイ

ンダクタンス(300μH)とコンデンサ(CS=1100μF)

とが，共振している．この共振によりターンオ

フ時に大きな電圧歪みを生じて，同時に雑音端

子電圧VLISNにもノイズを生じている．

簡単にリカバリー現象を模擬するために理想

ダイオードと並列に接合容量分のコンデンサを

挿入したシミュレーションを行い，実験波形と

同様な波形が得られた．(図６) これらのことか

ら，コンバータ入力電圧の急峻な変化と，ダイ

オードのリカバリー電流が，発生要因であるこ

とが分かった．

次に，HSWインバータでのノイズについて述

べる．ここでは簡単のために，Duty一定で負荷

電流を直流 (ILOAD=2[A]) とした．雑音端子電圧

（図４(a)）より， ダイオードブリッジでのノイ

ズの他に1MHzと6MHz付近にピークを持つノイ

ズを生じている．

図７に主回路を，スイッチング時の各部の波

形を図８に示す．図８(a)はD-からS+へ， (b)は

S-からD+へのスイッチング時の，各素子の端子

間および配線の電圧波形である．

図５ 実験結果

図６ シミュレーション結果

図７ インバータ主回路

図８ スイッチング時の各部の波形






